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研究開発の内容
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環境音
• 騒音問題だけではない

• 積極的な活用へ
屋内生活音 → 人間の行動・状態推定
屋外環境音 → 場所推定・音源推定

不特定多数ユーザからのデータ収集システムの開発

音からの“賑い度”推定アルゴリズムの研究

スマートフォン
マイクとGPSは，必ず装備

一般ユーザ（市民）
どこでも
いつでも



研究開発の成果（システム全体像）



研究開発の成果（スマートフォンアプリケーション）



5http://d-cradle.or.jp/festa/

倉敷秋大祭
２０１７年１０月１５日 午前７時～午後６時

研究開発の成果（最終評価実験）



6:00-8:00 8:00-10:00

10:00-12:0012:00-14:00

研究開発の成果（最終評価実験の可視化マップ）



地域活性化への活用を推進
– 市民参加型で柔軟な環境音の収集
– 岡山情報通信技術研究会（OICT会）
– おかやま地域発展協議体

岡山以外の地域へも提案
– 開発システムは地域異存性なし
– GooglePlayで公開中
– 「音の可視化」の認知

環境音処理アルゴリズムの研究開発
– 環境音からのマルチイベント認識（DNNによる展開）
– 環境音データベースの公開
– 賑い度推定方式の高度化

今後の展開・波及効果創出への取り組み
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